
Ⅰ．はじめに

　平成１８年に閣議決定された新たな森林・林業基本計画において，
１００年先を見通した森林づくりとして広葉樹林化や長伐期化等の
多様な森林づくりの推進が掲げられている。また宮崎県では平成
１８年度から森林環境税が導入され，伐採後放置された森林や間伐
未実施林を対象にした広葉樹造林や針広混交林化等が進められて
おり，広葉樹林化による公益的機能の向上が期待されている。こ
のような背景を踏まえ，農林水産技術会議が行う先端技術を活用
した農林水産研究高度化事業により平成１９年度から独立行政法人
森林総合研究所が中核機関となって「広葉樹林化のための更新予
測および誘導技術の開発」の共同研究を実施しており，その中で
筆者らは広域の省力的な広葉樹林化に適する森林の抽出技術の開
発を行っている。
　省力的な広葉樹林化の方法として，下層植生の広葉樹を利用す
る方法が考えられるが，伐採後の実生発生における発達した隣接
照葉樹林の林縁効果が観察されている（1）ことから，広葉樹林
化の適地判定には広域の広葉樹林分布図の作成が不可欠であると
考えられる。そこで，本研究では最初の取り組みとして
LANDSATデータから広域の広葉樹林分布を示す林相図を作成
したので報告する。

Ⅱ．調査地と使用データ

　調査地は宮崎県椎葉村の椎葉県有林を中心とする地域を対象に
行った。椎葉村は県の北西部に位置する森林率９６％の山村で天然
広葉樹林も多く残されており，１５００ｍ以上の山地ではブナ林もま
とまった面積で存在している（3）。今回は熊本県境の国見岳
（１，７３９ｍ）や烏帽子岳（１，６９１ｍ）等を含む範囲について解析を
行った（図－１）。
　使用したデータはLANDSAT/ETM＋データ（２００２年５月２５日
撮影）である。また，グランドトゥルースデータとして
IKONOS画像（２００２年８月１日撮影）を使用した。

Ⅲ．方　法

　分類方法の手順を図－２に示す。
　IKONOS画像に対し判読に適した強調処理を施した後，縮尺
５０００分の１で印刷し，スギ，ヒノキ，広葉樹，広葉樹優勢混交林，
針葉樹優勢混交林，伐採跡地及び非植生地について目視判読を行
い，判読結果を現地調査で確認して林相図を作成した。
　LANDSAT/ETM＋データは数値地図２５０００を参照しUTM座標
系（Tokyo）に変換した。この際，ピクセルサイズは２８．５ｍとし，
リサンプリング方法は三次畳み込み内挿法を用いた。
LANDSAT/ETM＋データからバンド５，４，３を用いてカラー
合成画像を作成し，この画像から針葉樹，広葉樹，広葉樹（高標
高），伐採地，伐採地（古）及び水域の６つのカテゴリーについ
てトレーニングエリアを選定した。この際，IKONOSから作成
した林相図を参照し，各カテゴリーの大きいパッチから純粋な部
分を取得した。このトレーニングエリアを用いて最尤法，マハラ
ノビス距離法，最短距離法による教師付き分類を行った。なおカ
テゴリーのうち，広葉樹（高標高）は国見岳を中心とした標高
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図－１．解析範囲



１，３００ｍを超える山岳地の広葉樹を，伐採地（古）は植生が回復
傾向にある伐採地とした。
　分類結果を検証するため，第三者が選定したテストエリアを用
いて分類効率表を作成し分類精度の評価を行った。

Ⅳ．結果と考察

１．LANDSAT/ETM＋データのスペクトルパターン
　カテゴリー毎のスペクトルパターンを図－３に示す。広葉樹と
広葉樹（高標高）はほぼ同様のパターンを示し，バンド４で広葉
樹，広葉樹（高標高）及び伐採地（古）のDN値が高い傾向に
あった。広葉樹と伐採地（古）のDN値を比較すると，標準偏差

の範囲が一部重なっていた（図－４）が，伐採後の植生回復が進
んだことにより伐採地よりも広葉樹に近い値を示したと考えられ
る。バンド４の平均反射輝度のピークと植物の芽吹きの時期には
高い相関性が認められており（4），使用したLANDSAT/ETM＋

データの撮影が調査地の芽吹きの季節であったため，広葉樹や伐
採跡地のDN値が高くなったと考えられる。
２．分類結果の精度検証
　分類結果のKappa係数は，最尤法が８８．９％，マハラノビス距
離法が８６．５％，最短距離法が６２．１％となり，最尤法による分類が
最も精度が高かった。このため最尤法による分類を採用し，分類
結果を図－５に，分類効率表を表－１に示す。User’s Accuracy
が針葉樹９８．９％，伐採地９８．８％，広葉樹９１．３％と高い精度で分類
できたことから，LANDSATデータで林相図を作成し広域の広
葉樹林分布を把握することは可能であることが示された。
　広葉樹（高標高）に誤分類された４６０ピクセルのうち４４８ピクセ
ルが広葉樹に分類されていたが，広葉樹林分布を把握する目的で
は問題ないと考える。また伐採地（古）が伐採地以外に分類され
た１０１ピクセルのうち８１ピクセルが広葉樹及び広葉樹（高標高）
であることから，伐採後の植生回復の状況により広葉樹に誤分類
されたと考えられる。
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図－２．分類方法手順

図－３．スペクトルパターン

図－４．広葉樹と伐採地（古）の比較

表－１．分類効率表（最尤法）

User’s Accuracy計
テストエリア（ピクセル数）

分類クラス
水域広葉樹（高標高）伐採地広葉樹針葉樹

９８．８５％９６００１００１９４９針葉樹
９１．３１％２６２３０９８１５２３９５１１５広葉樹
９８．７５％３２０３０３１６０１伐採地
９０．０９％１０１９０３３９１８４８２０伐採地（古）
８８．２３％３９０７０３４４７６４４８６広葉樹（高標高）
１００．００％９６４９６４００００水域

９７９３９６７３５８８１２５５２８９２１０９１　　　計
９９．６９％９６．０７％９８．３３％８２．８１％８６．９８％Producer’s Accuracy

全体精度：９１．７９％　Kappa係数：８８．８５％



　全般的に分類精度が非常に高い傾向であったが，林相判読に適
しているといわれる太陽高度が高く近赤外域の反射強度の差が大
きい時期の衛星データを使用できたこと（2）や，対象地が比較
的大面積の針葉樹林及び広葉樹林が存在する地域のため，純粋な
トレーニングエリア及びテストエリアを得られたことが影響して
いると考えられる。

Ⅴ．おわりに

　本研究により広域の広葉樹林分布を把握にLANDSATデータ
の利用が有効であることが示された。今後は，今回得られた広葉
樹林分布を示す林相図を基に，森林簿や施業履歴から適切な時期
に間伐されていない針葉樹人工林の分布状況を組み合わせること
により広葉樹林化の候補地となりうる地域を選定し，更に高解像
度衛星データ等を利用した更新のための種子源となる発達した広

葉樹林の位置特定といったより詳細な解析を行い広葉樹林化の適
地を抽出する必要がある。
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図－５．分類結果と林相図

LANDSAT/ETM＋データの分類結果（最尤法） IKONOS画像による林相図




